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平成 24 年度第 4回北広島市市民協働推進会議 会議概要 

日  時 平成 25 年 2 月 19 日（月）午後 6：30～ 

場  所 市役所本庁舎２階会議室 

出 
 

席 
 

者 

委員 

（5 名） 
中林委員、大橋委員、竹村委員、井関委員 

事 務 局 岩泉企画財政部長、川口行政推進課長、及川主査、大原主査、杉山主査 

傍 聴 者 1 名 

会議次第 

 

1 開会 

 

2 議題 

（1）平成 23 年度公益活動事業補助金実績評価について 

（2）公益活動事業補助金の見直しについて 

 

3 その他 

（1）次回会議の開催時期等について 

 

4 閉会 

配布資料  
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1.開  会 

事務局：会議の成立を報告 

会 長：只今より、平成 24 年度第 4回市民協働推進会議を開催いたします。 

     

2.審議事項 

会 長：それでは、審議事項（1）「平成 23 年度公益活動事業補助金実績評価について」事務局

に説明を求めます。 

事務局：事務局より説明させていただきます。 

このたび事務局案として提示させていただいております、1Ｐ～3Ｐの実績評価につきま

しては、1月 28 日に実施いたしました事業報告会終了後、委員の皆さまから提出いただ

いた評価シートに基づき、各委員の段階評価及び評価シートにご記入いただきました多

様なご意見を可能な限り反映したものとなるよう推敲を重ね、市民協働推進会議として

の総合評価案として整理させていただいたものでございます。 

今回評価していただきます団体は 3 団体でございますが、1 団体ずつその実績評価につ

きましてご審議いただきたいと考えております。 

それでは、北広島森林ボランティア・メイプルが実施いたしました北の里山づくり事業

の評価内容につきましてご説明いたします。 

《評価案の内容について、議案に沿って説明》 

以上で、北の里山づくり事業の評価案につきまして説明を終わります。 

    ご審議のほどよろしくお願い致します。 

会 長：只今の事務局からの説明に関しまして、意見や質問はありますか。 

委 員：ありません。 

会 長：それでは事務局案どおりでよろしいでしょうか。 

委 員：よろしいです。 

会 長：それでは 2団体目の評価案につきまして、事務局に説明を求めます。 

事務局：子育て支援ワーカーズ ほっとまむが実施いたしました北広島に必要な子育て支援メニ

ューを探る事業の評価内容につきましてご説明いたします。 

《評価案の内容について、議案に沿って説明》 

以上で、北広島に必要な子育て支援メニューを探る事業の評価案につきまして説明を終

わります。 

    ご審議のほどよろしくお願い致します。 

会 長：只今の事務局からの説明に関しまして、意見や質問はありますか。 

委 員：ありません。 

会 長：それでは事務局案どおりでよろしいでしょうか。 

委 員：よろしいです。 

会 長：それでは 3団体目の評価案につきまして、事務局に説明を求めます。 

事務局：ＩＴネットワークが実施いたしましたインターネットＴＶを使った北広島市のＰＲ事業

の評価内容につきましてご説明いたします。 

《評価案の内容について、議案に沿って説明》 

以上で、インターネットＴＶを使った北広島市のＰＲ事業の評価案につきまして説明を

終わります。 

■会議録 
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    ご審議のほどよろしくお願い致します。 

会 長：只今の事務局からの説明に関しまして、意見や質問はありますか。 

委 員：ありません。 

会 長：それではお諮りいたします。 

審議事項（1）「平成 23年度公益活動事業補助金実績評価については、事務局案どおり

でよろしいでしょうか。 

委 員：よろしいです。 

会 長：続きまして、議題（2）公益活動事業補助金制度の見直しについての審議事項 1「テーマ

設定型方式の追加及び補助内容の変更について」事務局に説明を求めます。 

事務局：審議事項 1「テーマ設定型方式」の追加及び補助内容の変更につきましては、前回会議

から継続審議となっている事項でございます。 

前回会議において一度説明申し上げておりますが、見直し内容につきまして再度簡単に

ご説明いたします。 

    1「テーマ設定型方式」の追加について 

    《議案に沿って説明》 

    2「初動支援コース」の廃止について 

    《議案に沿って説明》 

    3 テーマ設定型方式の補助率緩和について 

    《議案に沿って説明》 

    4 その他補助金の内容の変更について 

    《議案に沿って説明》 

    以上で、審議事項 1「テーマ設定型方式」の追加及び補助内容の変更につきましての説

明を終わります。 

    ご審議のほどよろしくお願い致します 

会 長：只今の事務局からの説明に関しまして、意見や質問はありますか。 

Ａ委員：備品の購入を認める場合には、複数の業社から見積もりを取るように指導したほうが、

適正な価格が把握できるのではないでしょうか。 

事務局：市役所にも多数の業者が登録しておりますので、事務局が業者から見積もりを取って、

団体から提出された見積書の価格の正当性について評価することも可能ですが、いかが

でしょうか。 

Ａ委員：事務局の業務に支障がないのであれば、そうしてもらえると評価の際に助かります。 

事務局：事務局として独自に見積もりを取ることにいたします。 

Ｂ委員：活動実績がなくても、良い提案ができる団体もあると思います。今回の見直しでは 1 年

以上団体としての活動の実績があることを条件としていますが、その理由は何故なんで

しょうか。 

事務局：従来の初動支援コースでは活動実績のまったくない団体からの申請も可としておりまし

たが、本市補助金交付基準では、事業の適格性を求めるうえで、団体等の会計処理及び

使途が適切であることとしておりますことから、補助金交付基準に沿って、最低 1 年以

上の活動実績がある団体を補助対象団体としたところであります。 

Ｂ委員：わかりました。 

会 長：他に意見や質問はありませんか。 

委 員：なし 

会 長：それではお諮りいたします。 
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    議題（2）審議事項 1「テーマ設定型方式の追加及び補助内容の変更について」は、事務

局案どおりでよろしいでしょうか。 

委 員：よろしいです。 

会 長：続きまして、審議事項 2「テーマ設定型方式のテーマの設定について」、事務局に説明

を求めます。 

事務局：こちらにつきましても、前回会議におきましてテーマ設定にあたっての留意事項及び参

考資料につきましてご説明申し上げておりますことから、留意事項等につきましての説

明は割愛させていただきます。 

   「設定テーマ事務局案」を決定するにあたりましては、留意事項及び東日本大震災後の新

たな時代の要請等を考慮し、7ページにお示ししております、3つのテーマを事務局案と

して提示させていただきました。 

1 つ目のテーマであります「子育て家庭等を支援する事業」につきましては、将来的に

子供の人口減少が予想されている本市において、子育て世代の定住を促進するうえで、

また、北広島市の魅力を高める意味からも重要な政策であり、市としましても「ファミ

リーサポートセンター事業」「子供医療費助成」「保育園一時預かり事業」「児童館整

備事業」など様々な施策を展開しているところではございますが、子育て支援に対する

ニーズは時代の変化とともに多様化してきておりますことから、子育て支援に関する知

識・情報・経験を有する公益活動団体から新たな子育て支援策等を提案してもらい、行

政と協働で子育て支援を推進していくことが、本市にとって極めて有益であると判断し、

テーマの 1つとして提案させていただきました。 

2 つ目のテーマであります「高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進に寄与する事業」

につきましては、今後急激な高齢化率の上昇が予想される本市において、高齢者の生き

がいづくり、社会参加、雇用の確保等は、子育て支援と同様に重要な政策であり、元気

なお年寄りを増やしていくことは、将来的な医療費等扶助費の抑制にも繋がっていくも

のであり、財政面からも重要な政策であります。 

市としましても、子育て支援と同様に「ふれあい温泉事業」「ミニデイサービス事業」

「老人クラブ活動支援事業」など様々な施策を展開しておりますが、今後増大し多様化

していくことが想定されます高齢者からの要望・ニーズに対し、行政単独で対応してい

くことには限界がありますことから、高齢者福祉に軸足を置く公益活動団体との協働で

「高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進に寄与する事業」を進めていくことが、本

市にとって有益であると判断し、テーマの 1つとして提案させていただきました。 

最後に 3つ目のテーマであります「災害に強いまちづくりに寄与する事業」についてで

ございますが、防災に関しましては、ご存じのとおり東日本大震災以降急速に市民の関

心が高まっている分野であり、市も重点施策として位置付けているところでございます。 

    災害はいつ起こるか予想できず、一旦大規模な災害が発生した場合には、行政の力のみ

では対処しきれないことは明白であり、市民の協力・市民との協働が不可欠であります

ことから、「市民と協働で進める災害に強いまちづくり」は極めて緊要な課題であると

考えます。 

    しかしながら、自主防災組織の育成などは計画実施の途についたばかりであり、地域特

性に応じた「基盤」の整備や自主防災体制の構築などの「しくみ」の構築、さらには、

そのしくみを担う「人」の育成が急務でありますことから、行政が市民との協働を強く

求めるテーマの 1つとして提案させていただきました。 

 事務局案の３つのテーマの提案理由につきましては、以上でございます。 
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 尚、本日の会議におきましては、詳細なテーマ設定まで行っていただくのではなく、テ

ーマ設定型補助金のテーマとしての方向性が事務局案でよろしいかどうか、また、テー

マの設定数が 3 テーマの設定で過不足がないかにつきましてご審議いただき、持ち帰り

まして事務局において再度検討を加えたうえで、次回会議の場で補助金を募集する際の

最終的な設定テーマをご提示申し上げたいと考えております。 

ご審議のほどよろしくお願い致します。 

会 長：只今の事務局からの設定テーマの説明について、質問やご意見、委員の皆さまからの新

たなテーマの提案などはありますか？ 

Ｂ委員：実際に募集をかける際には、もっと的を絞った形で募集をかけるのでしょうか。 

事務局：そのあたりにつきましても、推進会議の中でご検討いただきたいと考えております。 

    ただ、二つ目のテーマであります高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進に寄与する

事業につきましては事務局としても、もう少しテーマを絞った形で提案する必要がある

ものと考えております。 

Ｂ委員：わかりました。 

Ｃ委員：テーマは毎年変わるのでしょうか。継続性を求めるうえからも何年間か同じテーマでや

るべきだと思いますが。 

事務局：事務局としましても、事業の継続性の観点から、最低 3 年間は同じテーマで募集をかけ

るべきだと考えております。 

Ｃ委員：わかりました。 

Ｄ委員：今回の事務局提案には、総合計画の重点プロジェクトで謳われている「にぎわい・魅力

づくりプロジェクト」に関するテーマの設定がない。高齢者支援も大切であるが、市の

他の施策でも高齢者支援は行われていると思われるので、「街コン」の開催など、若い

世代を呼び込むような事業の提案が見込まれるテーマの設定があっても良いのではない

でしょうか。 

Ｃ委員：私も高齢者の支援施策はある程度充実していると思うので、若い世代を呼び込むような

事業の提案が見込まれるテーマの設定を希望します。 

事務局：持ち帰って検討させていただきます。 

Ｄ委員：東日本大震災の原発事故以来、エコや代替エネルギーに注目が集まっている。 

    小水力発電など循環型エネルギーの啓蒙活動などの事業提案が見込まれるテーマの設定

があっても良いのではないか。 

事務局：こちらにつきましても持ち帰って検討させていただきます。 

会 長：事務局から設定テーマの数について決定を求められています。 

    私は 3テーマ程度が妥当だと思いますが、委員の皆さんはいかがでしょうか。 

    《3 テーマ程度が妥当との意見が多数》 

会 長：皆さん 3 テーマ程度が妥当とのことですので、テーマ設定数は 3 テーマとすることで、

よろしいでしょうか。 

委 員：よろしいです。 

会 長：では、設定テーマ数は 3テーマといたします。 

他に意見や質問はありますか。 

なければ、会議次第その他、次回以降の会議の開催時期等について、事務局より何かあ

りますか。今年度はあと 1回の会議開催となるのでしょうか。 

事務局：本日審議いただきました御意見を持ち帰って検討し、次回会議において再度テーマ案及

び想定される事業例を御提案させていただきたいと考えております。 
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したがいまして、今年度につきましては、あと 2回会議を開催させていただきたいと思

います。 

事務局としましては 3月 13 日と 3月 26 日の両日に開催したいと考えておりますが、い

かがでしょうか。 

委 員：よろしいです。 

事務局：それでは、3月 13 日に設定テーマを決定していただき、3月 26日に募集にあたっての「応

募の手引き」及び「交付要綱」の改正などにつきまして、審議・決定していただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

会 長：それでは次回会議は 3月 13 日（水）午後 6時 30分から開催します。 

これで平成 24年度第 4回市民協働推進会議を終了します。 

    皆さま大変お疲れさまでした。 

 

 

 

会議録署名委員                      

 


